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ウイグル文字音写された漢語仏典断片について

　　　　　一ウイグル漢字音の研究一（続）

庄垣内　正　弘

0．はじめに

　ロシア科学アカデミー東方学研究所・サンクトペテルブルグ支所に保管されているウイグ

ル文献の申にはウイグル文字表記された漢文仏典断片が存在する。そのうちの8葉について

はすでに表題と同じ題目の論文，拙稿（1995）にまとめて発表した。8葉のうち6葉の断片は

evee妙雷祥真実名経xの内容をもち，2葉は『四分律比丘戒本sのものであった。いずれも元代

に書かれたと推定でき，使用された漢語音は「ウイグル漢字音」とよべる岡一体系内に収まる

ものであった。

　その後，P．　Zieme氏がベルリン所藏の『真実名経譲の断片！葉について発表した［Z玉eme

！996］。サンクトペテルブルグからは，さらに『真実名経』の1葉と「礼臓文」3葉が兇つかった

ので，ここではこの4葉について考察し，先の拙稿の続編としたい。

1。文献の体裁

　ここで扱う断片の文献番号，サイズなどについて以下に表示する。なおテキスト番号は筆

者の以前扱った8葉に付けたA－H，続けてZieme氏の付けたベルリン断片の王にさらに続

くものとして与えた。

テキスト∫ 文献番号

サイズ

形式

文字

裏面

SI　4　b　Kr　89

縦12cm×横18．5cm

巻子

草書体ウイグル文字

漢文

テキストK 文献番号

サイズ

S王0！05

縦25．5cm×横27．5cm
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巻子

草書体ウイグル文字

漢；文

テキストL　i）　文献痴愚

　　　　　　　サイズ

　　　　　　　形式

　　　　　　　文字

　　　　　　　裏面

SI　4　b　175

赤札26．5c田～i6cm＞く横60cm

巻子

草書体ウイグル文字

漢文

文献番号

サイズ

形式

文字

裏揃

SI　4　b　176

藩従16cm×横35cm

巻子

草書体ウイグル文字

漢文

　テキストしの「SI4b175」と「SI4b176」とはi司一写本の分離したものである。この2点も

含めてここで扱う文献が，もともとどこで発見されたのかは不明である。

2．テキスト

　以下にテキストの簡単な解説と，漢文と対照させた転写テキストを提出したい2｝。

　転写は文字転写とし，〈　〉は破損部分を表す。（）は行問に記された補足部分を示すが，

単一文字に付せられたものは筆者によって補われた部分である。

2．1犀真実名経s

　テキスト∫の内容は「大正大蔵経」（第20巻No．1190）に収められている駿妙吉祥真実名

経sに所属する。テキストA～Fまでの内容は巻頭から第45頒まで（pp．826b－827cL5）に含

まれた。ベルリン所蔵の断片（テキスト1）は第75頒から80頒まで（p．828bll．13－23）の内容と

一一 vした。ここで扱うJは第87頒から89頒（p．　828cll．　7　一11）の内容と一致する。

　この漢文仏典は以前述べたように元朝時代に釈智の手で漢訳されたものであるので，ウイ

グル文字音写も元朝以前のものではありえない：i｝。
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2．1．1　テキスト∫

1）　kwswq　qwnl〈dyk　q’y　qwnkdyk

　　具足　　　功徳　　解　　功徳

2）　q’yv’p　s’nd’n　kynkyrsw．　kyr

　　解法　　讃歎　　現吉鮮　　吉

3）　〈s＞w　cycwnk　swykyrsw．　kyrsw

　　　鮮　　　之中　　最＝吉群　　吉鮮

4）　〈m＞yc〈yn＞k　synmycyfik　：：　t’ycy

　　　　　名門　　　　　善下構　　　　丁丁

5）　sykcwnk　t’yv’p　yyn　t’y

　　　息中　　大法　　莚　大

6）　q’hky　cwnk　t’y　’ym　1〈wq　kwynk

　　歎一中大音樂　恭
7）　1（y　synk　sy　syrkwswq　〈syRk＞

　　敬承侍悉具足　勝
8）　ky　mycynk　sy　kyrsw．　〈kw＞

　　喜名櫓性吉鮮　具
9）　synk　sysynk　〈gy　swn　c’〉

　　勝　　施勝　　是　　尊　　者

2．2　「礼三文」

　テキストKLは，寺院などで催される法要に際して読説された「礼拝繊悔を表す文である。

この種の「礼三文」は幾種類かが伝わっているが，Kしの内容ととりわけ近いものはスタイン

収集の横昏礼繊』（「門燈宝蔵」第44柵斯5620号）と中村不折収集の敦煙本『礼繊文』（「大正大

蔵経」第85巻No．2854）である。しかしいずれともぴたりとは一致しない。この2本のほか

『集諸経礼三儀』（「大正大蔵経」第17巻No．！982）Dの内容と合致あるいは類似する部分も大き

い。ここでは『黄昏礼臓』を基盤として残りの2本を参照しながらウイグル文字表記と漢字と

の岡定作業を進めたい。

2．2．ユ　テキストK

　漢文「黄昏礼骸』の1行目には題目が掲げられている。それに続く2行目すなわち本文冒頭

から13行穏，そして20行Eから25行騒の内容に梱当する5｝。

1）　’ytsy　kwnky　kyly　gycw　s’mpw．　sy　cw．　cwnk　tynk

　　一切　　恭敬　敬禮　常佐　　三寳　　是　諸　　衆　　等
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2．2．2テキストL

テキストLはもともと1葉であったものが分離して「S工4bKr175」と「S14bKr176」

の文献番号が付された2断片からなっている。実際の内容は「176」が「175」に先行しており，

！9行Eと20行騒を跨いで斜めに切断されている。！行譲からig行臼までは漢；文『黄爵礼臓翻の
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20行目から38行目までに，34行Eから43丁目までは漢；文の47行冒から56行臼までによく対応

する18｝。20－33行匿までは漢文の39－46行目までの内容と部分的に対応するものの大きく異

なっており，むしろ『集諸経即興儀善の内容とよく対応するところがあるifO。

Sl　4　b　Kr　176

1）　kyly　sy　sy　v’p　syn　（py）　lw　〈cy’　d’　vyr＞

　敬纏　清　浄　法　身　　毘　　盧　　遮　　那　佛2ω

2）　kyly　vyn　m’n　pww　syn　1〈w＞　sy’　〈d’　vyr＞

　敬禮圓満報身　三舎那佛
3）　1〈yly　syn　p’q　’yk　qw　syn　twnk　〈iny　gykymwRy　vyr＞

　敬禮千百億化身岡　名繹迦牟尼佛
4）　kyly　twnk　vw　syn　tyk　vyr

　敬縄　　東　　方　善　徳　　佛

5）　kyly　twnk　t’m　vw　ww　yyw　tyk　vy〈r＞

　敬禮東南方無憂徳
佛21）

6）　1〈yly　t’m　vw　cyn　t’n　tyk　vyr

　敬禮　南　方　施　檀　徳　佛22）

7）　kyly　sy　t’m　vw　pww　gy　vyr

　敬禮西南方響施佛23｝
8）　kyly　sy　vw　ww　lw　my　vyr

　飛騨　西　方　無　量　明　佛

9）　1〈yly　sy　（py〈k＞）　vw　q’　tyk　vyi一

　敬禮西　北　方花徳佛21）
IO）　kyly　pyk　vw　sww　tyl〈　vyr

　敬禮　北　方　　梢　　徳　佛

11）　kyly　twnl〈　pyk　vw　s’m　synl〈　qy　v〈yr＞

　敬纏　　東　　北　方　三　　勝　　行　　佛

12）　kyly　gw　vw　qw　cwnk　tyk　vyr

　敬礎　上　方　慶　　衆　　徳　佛

13）　kyly　q’　vw　my　tyk　vyr　：：

　敬禮　下　方　明　徳　佛25｝

14）　kyly　tw　1’y　q’　g　py　lww　swn　vyr

　敬禮満干下生彌勒町回L’6｝
！5）　kyly　qw　kyn　vy　Vy　syn　syp　vw　s〈’m　sy・　’yr　sy　ew　vyr＞．

　敬禮過現未來身十方　三世一切諸佛2ア〉



6 庄垣内正弘

16）　kyly　s’ly　ky　sw　ww　lw　pww　t’p

　敬禮　舎利　形　像　無　量　　實　　塔28｝

17）　kyly　syp　gy　vww　swn　ky　sym　sym　〈v’p　sw＞

　敬禮　十　二　部　　尊　経　甚　　深　　法　　蔵29）

18）　kyly　cw　t’y　vww　s’r　m’　q’　s’r　cw〈nk＞

　敬禮　諸　大　　菩　　薩　摩　詞　薩　　　衆

　
r
　
k
　
＜
禮
p

◇
一
照
降
剛
敬
“
葉
宰

　
　
　
　
　
　
　
な

職
等
蝋
王
㎞
窮
圃
蔦
禄

Q
∴
∴
避
　
”
｝
翻
鞠

響
射
幸
鯛
謁
太
㎜
文
§
黒
？
㎜
＋
鍔
？
剛
？
窒
讐
”
q
不
印

K
短
禮

b
㎏
敬
脳
磯
船
爲
胃
爲
W
爲
胃
爲
W
爲
胃
爲
W
爲
四
爲
W
爲
W
爲
W
爲
野
爲

　

一
の
　
　
①
　
　
D
　
　
幻
　
　
の
　
　
の
　
　
の
　
　
の
　
　
滑
り
　
　
鋤
　
　
の
　
　
①
　
　
D
　
　
④

S
　
1
　
　
　
2
　
　
　
2
　
　
　
2
　
　
　
2

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
2
2
2
2
2
2
3
3
3

　
　
ゆ
・
　
ゆ
・
〉
’

　　

w
∵
駒
隙
響
ゆ
、
．
〉

⑲
隣
鰐
藻

k
　
㎏
禮
騨
常
㎏
禮

愚
計
・
叢
励
瀞
回

訓
∴
∴
∴
曇
∴
儒
∵

㎜
住
㎜
㌦
住
蝦
鑑
常
　
獅
常
騨
常
響

滞∴



ウイグル文字音写された漢語仏典断片について 7

　
　
野
晦

　
　
Q
．
　
，

　
　
伽
識

　
　
蟹
佛

　
　
㎏
禮
合
方
q

　
　
町
情

　
　
酬
有

　
　
⑪
界
伽
戦
訓
前
㎏
起
・
q
悪
”
q
悪
㎞
勧
・

　
　
巾
法

W
　
爲
　
胃
　
爲
　
鐸
　
至
　
剛
　
悉
　
・
V
　
煩
　
，
W
　
方
　
脚
　
著
　
鐸
　
至
　
，
q
　
我
　
”
S
q
　
若
　
，
y
　
已

　
　
　
　
　
　

　

3
　
　
　4

り
Q
　
　
　
　
O
Q

W
鋤
脚
實
曲
三
騨
住

C

騨
常

㎏
禮
㎏
敬
鯛
苦
取
離
㊨
皆
㎜
願

k

ぎ
生
融
衆

C

鯉
苦
”
受

“
S撮
難
轡
八
冊
塗

t，m

O

S

㎞
騨
曲
劉
目
甑
潮
　
　
－
ヒ
陶
紬
朔

ぼ
我
緒
雛
罫
騨
ご
者
w
佛
畑
勧

…鷲
驚
無
心
欝
心
∴
∵
渤
に

腔
悔
－
　
　
　
　
轡
道
昏
道
S
一
ゆ
法
肩
壽
－

　
　
ほ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ほ
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
w
韓
ぎ
捨
胆
心

讐
㎞
灘
甑
三
帥
入
澗
心
∵
鳥
飢
至

　
　
r
　
　
n
　
　
w
尽
、
w
く

）
　
　
　
　
　
　

）
　
　
　
　
　
　

）
　
　
　
　
　
　

）
　
　
　
　
　
　

）
　
　
　
　
　
　

）
　
　
　
　
　
　

）
　
　
　
　
　
　

）
　
　
　
　
　
　

）

3．音韻の特徴

以下に，ここで扱った写本断片に使用された漢語音の特徴に関して記述したい。本来なら

まず第2章で提出した文字転写テキストから，音韻レベルにおける音形式の再構法について

記述せねばならないが，その方法は拙稿（1995）ですでに述べているので，ここでは新出の漢語

音を除いては，単に文字表記形式とその再構形式のみを表示する。再構法については拙稿

（1995）pp．　90－132を参照されたい。

〈　〉は「中古漢語音」を嘉す。再構形は／／に入れた。また，再構した形式は岡じでも，実

際の音価に差異をもたせる場合がある。それらの音価は［］内に入れる。
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3．一声輝の特徴

3．1．1重憾音

　1）常母＜p＞湧〈p‘〉並〈b＞は文字p一で表記され／p／を表す：百＜pak＞p’q（K：13；

L3，23）普＜p‘o＞pww（K　6，7）菩＜bo＞pw（K　4）。またv一で書かれるものもある：

八＜pAt＞v’r（L　20，　33）部＜bo＞vww（L17）菩〈bo＞vww（L18）。　v一は／f／を表示した。

テキストBの幕母の悲と湧母の普，テキスト王の湧母の怖にもv一表記はみられる’1「））。／f／は

軽唇音化形式をモデルとした類推によるものと考えたい樹。

　2）明母は鼻音韻尾をもつものがm一で，そうでないものがb一で表記され／m〃b／を表

す；名＜miεg＞my（」4，8；K14）瀧〈muan＞磁’n（K　3，12；L2，26）妙〈Miε！1＞pyw

（K8）。しかし鼻音韻尾をもたないにもかかわらず，　m一で表記される例が2つある：摩

＜mua＞m’（L18）牟〈migu＞mw（K：14）。これらは「摩討薩」（mahasattva）「緑雨牟尼」

（gakyamuni）に使用されたもので，サンスクリット音を特別に表示しようとした例外的表記

といってよい一t7｝。

3．1．2恥辱音

　1）非母＜f＞奉母＜v＞はふつうv一で表記され／f／を表す：獲＜fiuet＞v覧r（L36）復

〈viuk＞vwq（K：10）。また，p一で表記され／p／を表す例もみられる：不〈fieu＞pww（L35，

39）風〈fiug＞pwnk（L29）父〈viu＞pw（L　24）。敷演〈f’〉に属するものは1例しかない

が，これもpで表記されている：豊＜f‘iug＞pwnk（L　30）。ほかでもGには非母の法，　A　C

には旧記の葱などがp一で表記されている’18｝。p一の表示は軽辱音化の進んでいなかったこと

を示すのではなく，むしろウイグルに本来存在しなかったf一のウイグル音化と考えるべきで

ある。だが，JKL申，軽唇音を重讐音で表記するのは全てしである。また先に示したように

重蒋音を軽唇音表記するのもしであった。唇音声母に関するこの特異表記はテキストしの特

徴といえるかもしれない。

　2）微温〈㎎〉は脱鼻音化してv－t－w一で表記されている：文〈㎎iu∂n＞vyn　（　L　23）無

〈珊iu＞’w（K　6）ww（K　4，7，8，9，15；L5，8，16，21）www（L35）Qこれらは／v〃・／

（［？］）／w／を表示した。

3．1．3舌頭音

　1）毛母〈t＞直貼〈t‘〉孟母〈d＞はt一で表記され／t／を表す：登〈teg＞ty櫨（L30）

土〈t‘o＞tww（L32）度＜de＞tw（L26＞。透母の歎（」2；Kll）がd一で表記されているが，

やはり／t／を表すものと考えたい‘9｝。

　2）泥母〈n＞はt一あるいはd一で表記され／d／を表す：悩〈nau＞t’v（L　37）爾

〈頭m＞t’m（K15；L5，6，7）那＜fi2＞d’（K12）。韻尾に鼻子音をもつものも脱鼻音化し

ている50｝。
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　3）来働＜1＞はすべて1一で表記され／1／を表す：禄＜1uk＞lwq（L23）離＜1iさ＞ly（L

33）o

3．1．4香上音

　1）知醜く七〉澄母＜d＞はすべて。一で表記され／6／を表す：＄li　〈ti6＞cy（L　24）持

〈diei＞　cy（K　2）．

　1）娘母く恥〉に所属するのは，尼＜n，i6i＞ny（K14）の1例がある。　n一は／n／を表示した。

尼はサンスクリットの音写形「繹迦牟尼」に現れるが，サンスクリット音写形でなければ脱鼻

音化していた可能性が大きい51）。

3．　1．　5　歯頭音

　1）精働〈ts＞清母＜ts＞従母〈dz＞はふつうs一で表記される：最＜tsuai＞swy（J3）

清〈ts‘iεD＞sy（L　1）浮〈dz鞠＞sy（L1）。だが，清母従母にはts一で表記される例もある

：清＜ts‘iεg＞tsy（Kll）千〈ts‘ien＞tsyn（K13）此〈ts‘i6＞tsy（K　3，5）渉＜dziεg＞tsy

（K11）罪〈dzuai＞tswy（L37）。この内「罪」はウイグル語に借用された定着形式と考えら

れるので52｝，これをのぞけばほかはすべてテキストKにみられる。ウイグル語には本来存在

しない破擦音tsがウイグル語音化されてsになるのはほかのテキストと共逓する特徴とい

えるので，テキストKのts一表記は特異といえる。

　2）継母〈s＞邪心＜z＞はいずれもs一で表記され／s／を表す1息＜siek＞syk（J5）像

〈ziag＞　sw　（　L　16）　．

3．！．6歯上音・正歯音

　1）初母〈t＄‘〉照母＜tc＞穿母〈tc‘〉はすべて。一で表記され／6／を表す：幟＜ts‘am＞

・・香iL・34，・35，・37，39）之＜t・igi＞6y（」3）m＜t・・ig9＞・y・k（J4，8）。

　2）鉢母＜dz＞LLi母＜s＞審母＜c＞禅母＜z＞は§一かs一で表記され／§／を表す：事

〈d忽玲i＞§y（K7）数＜siu＞§y（K　4）施＜ci6＞§y（L7）sy（J9）常＜ziag＞§w（L32，

38）sw（L32，33）。テキストKには文字sに1点を付加した忌が現れるが，これも／9／を表

す1身〈c16n＞Syn（Kl　8＞。

　3）継母＜nz＞は§一s一§一のほかに2一の表記もある；二＜nzi6i＞§y（L17）sy（L20）女ロ

＜nzio＞Sw（K　8）人＜nzien＞2－yn（1（2）。文字乏一はウイグル語の歯茎有声摩擦音を表示

するので，嬢母に／2／を与えて問題はないS：1）。

3．1．7牙音
　！）見母＜k＞渓母〈k‘〉群母＜g＞はq一崎一k一によって表記されるが，k一はA－Hにみ

られるものと同様に3・4等養母との結合においてのみ現れる：解＜kaf＞q’y（Jl，2）九
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〈kigu＞kyv（L36）苦＜k‘o＞qw（L33）脆＜k‘iu6＞kw（K　2）＝翼＜giu＞kw（Jl，7）。

q一順一の表記には／q／が，k一には／k／が与えられる。ただ，賛〈kok＞は2等韻にもかかわ

らずkwq（L19）のごとくk一が表記されている。覧は中世漢語では拗音になるので，拗音化

された音形を写した可能性は大きい。覧はAではqwq　qwqと表記されている51｝。

　2）疑母＜g＞もq－k一で表記され，k一はやはり3・4等にあらわれる：五＜go＞qw（L

30）議＜gi6＞ky（K　9）。樂＜gok＞も鷺と同じく2等韻にもかかわらずkwq（J6）のごと

くk一が表記されている。樂の韻母も中世漢語では拗音になる。また，嚴＜giem＞がyym（K

2）と表記されるのはテキスト王と岡じである。テキストCEにも言がyynで表記される例

がある55｝。q一には／γ／Tk一には／g／、y一には／y／が与えられる。／γ／／g／はウイグル語

音素を適用したもので，／γ／は実際には［R］に近い音緬をもっていたと考えられる。

3．　1．　8　喉音

　1）影母〈〉には’一が表記され／・／［？］を表す：音〈⑱m＞’ym（J6）億〈・igk＞’yk（L

3）。また，y一で表記された例が2つある：憂＜・ieu＞yyw（K15；L5）億〈iek＞yyk（K

13）。テキストAにも「益」がyykと表記されている56）。　y一には／y／が与えられる。

　2）両点＜X＞歯噛〈γ〉はq一／q－k一／kで表記され／X〃x／を表す。q一／鳶一とk一／

kの分布は牙音と醐様である：漱〈xuan＞q’承J6）q’n（L29）香〈κ鞠＞kw（K　2，3）

kww（K　5）下〈γa＞q’（L13，14）現＜γieR＞kyn（」2；L15，40）。

　3）喩母3等〈6＞にはy－v－w一が表記されて，／y〃v〃w／を表す。y一は開日電母と，

v－w一は合口寮母と結合する：有＜6ieu開＞yyw（L34，37）爲〈fiiu6　A＞3vy（L20，21，22，

23，etc．）wy（K　5）。ただし，合口音であっても核母音がwをもつものはy一が表記される：雨

〈hiu合＞yw（L29）。

　4）喩母4等〈y＞も基本的には3等と岡じ分布を示す：笹＜yiεn＞yyn（J5）縁

＜yiuεn＞wyn（L19＞。ただ，開口韻母と結合する声母に！一の立つものがある：以＜yigi＞’y

（K5，7）已〈yiei＞’y（L39，43）。一方テキストABDでは以をyy，Aでも巴をyyで表記

している57）。

3．2韻母

3。2．1果仮宮

　1）歌韻1等〈a＞麻韻開2等＜a＞は一’で表記され／a／を表す；那＜na＞1d’（K12）t’

（正く：i3）　下’＜γa＞2　q’（L13，14））。

　2）身心3等＜ia＞は一’あるいは一y’で表記され／a／あるいは／ia／を表す：舎＜cia＞

3　s’（L16）　sy’（L　2）gy’（K13）．

　3）無韻3等＜ia＞として迦＜ki2＞3ky（K14）が現れる。麻韻3等と同じく一’／a／あ

るいは一y’／ia／の表記が期待されるところである。このkyは「繹迦牟尼」の「迦」を表した
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もので，サンスクリット表記の特殊な例といえる。

　4）麻韻合2等＜ua＞は一’一w’一wで表記され／a〃ua／／u／を表す：化〈xua＞2q’

（L21）　qw一’　（K　4）qw　（K　i3　；　L　3）．

　5）父韻＜uA＞は一㌧wで表記され／a〃u／を表す：摩＜mua＞1m’（L18）過〈kua＞

1q’（L32）qw（L15）。この4と5の2韻はテキストA－Hではすべて一1で表記されてい

る58｝。

3．2。2遇摂

　1）模韻＜o＞は一w－wwで表記され／u〃uu／を表す：故＜ko＞1qw（K　9）qww（K

10）菩〈bo＞lpw（K　4）vww（L　28）。

　2）魚韻〈io＞虞韻＜ili＞も一w－wwで表記され／u〃uu／を表すが，実際の音協は模韻

の［u］［ti］より前よりの［9］［9］であったにちがいないs9｝：諸〈tQio＞3cw（K　1；L　18，　19）

cww（L22，31，36，40，41）住＜diu＞3cw（K　l，10，11）cww（L32，33，42）。このほか一yで表

記されるものが2例ある：如＜nzio＞3§y（K　2）数〈siu＞2§y（K　4）。この一yには／i／

を与えたい。

3．2．3蟹摂
　1）始韻く参i＞と泰韻開口＜ai＞は’yで表記され／ai／を表す：來〈1急i＞lry（K　8；L

14，　i5，40）太〈t‘ai＞1t’y（L22）。

　2）佳韻＜ai＞皆韻＜5i＞も’yで表記され／ai／を表す。この／ai／は胎韻泰韻の［al］よ

りは狭い母音音価［ai］をもっていたと考えられる。。）：解〈kai’〉　2　q’y（∫1，2）界〈kbi＞2

q’凵iK　3，　6　；　L　34）　o・

　3）灰塗＜u母i＞泰韻合口＜uai＞は一wyで表記され／oi／を表す：梅＜Zu毎i＞lqwy（L34，

37，　39）最：＜tsuai＞1swy（J3）。

　4）祭韻〈iεi＞斉韻＜iei＞はいずれも一yで表記され／i／を表す：世＜ciεi＞3sy（K：8）

帝〈tiei＞4ty（L21）。

　5）斉韻合口〈iuei＞は一wiで表記され／ui／［輯を表す1慧＜γiuei＞4kwy（K　9）。慧

はテキストABにも現れkwで表記されている61）。

3．2．4止摂
　1）微韻＜iei＞之画く準〉＜igi＞支韻〈i6＞脂韻く鍬〉〈i6i＞は一yで表記されている：

事＜dz’iqi＞2§y（K　7）子〈tsigi＞4sy（L22）離＜li6＞31y（L33）β爾＜si6i＞2§（L24，

3i）比＜biei＞4py（K　9）。之韻＜igi＞と支韻＜i6＞には一wで表記されるものがある：其

＜gigi＞3kw（L23）施＜ci6＞3§w（L　26）是＜z16＞3§w（KIO）。テキストA－Rでは言

詮音と結合する隠隠開口音にしばしばwの現れることから［1］を推定し一yにはバ／を再溝
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したfiL’）。支，脂，之の3韻で，歯頭音声母と結合する韻母は宋・元代には［／］かそれに類似する

母音になったので，JKLの鳶頭もこの母音をもっていた可能性はある。しかし，ここでw

は歯頭音に現れないので，／f／の再構はむずかしい。一yには／1／を，一wには／u／踊を再

構しておきたい。

　2）微韻〈iu∂i＞支韻〈iu6＞は讐音声母あるいは喩母と結合して一y，それ以外では一w

－wwで表記され，／i／あるいは／u／［B］／uu／［朗を表す：未〈rpiuei＞3vy（L王5）爲

〈fiiu6＞3vy（L20，21，22，23　etc．）wy（K　5）蹄＜kiuei＞3kw（L39，43）kww（K10＞脆

〈k‘iue＞　3　kw（K　2）．

3．2。5敷瓦
　1）豪韻＜au＞は一’vで表記される：道＜d蝕＞1t’v（L3三，38，39，40）。唇音声母と結合

して一ww－wで表記される：黄＜pau＞1pww（L　7，16，32，33，39，43）pw（K：1，il）。　A－

Hではこの一’vに対して常に一’wが表記されている6：）。唇音声母と結合する豪韻の例はA－

Hにみられないが，肴韻のものはp’wと表記されているf”｝。一’vには／av／，一Wwには／ou／，

一wには／o／を与えておきたい。いずれも／au／からのウイグル内での発展形式と考えら

れる。

　2）宵韻＜iεu＞は一ywで表記され／eu／を表す：妙〈miεu＞4pyw（K　8）。

3．2．6流摂

　1）侯韻〈eu＞は一ywと一wで表記され次の3例がみられる：頭〈deu＞1tyw（L42＞母

＜meu＞lpw（L　24）盾〈γgu＞1qw（L21）。一ywには／沁／を，一wには／u／を与えたい。

「母」の一wは唇音義母と結合した形式で，后の一w／u／は／　i’u／からの発展形と考えられる。

侯韻はB（鉤）C（後）にも現れ一ywで表記されている。

　2）尤韻＜ieu＞は一yw－yv－wwで表記され／iu〃iv／uu／を表す：受〈ziou＞3§yw

（K5；L33，38，39）九〈kieu＞3kyv（L　36）不〈fieu＞3pww（L35，39）。／iv／は／iu／

の発展形，／UU／は軽唇音声母に結合して現れる。なお，一yvとの平行例はHの丘kyvにみら

れる65｝。また一ypで表記される例がある：久〈kieu＞3kyp（L42）。一ypは／iv／の発展形

／ib／を表示したものともいえるが，むしろ誤って及（＜kiep＞3）の音形式を表記したもの

と推定したい㈹。

3．2．7威摂

　1）箪韻＜nam＞談韻〈am＞衡韻＜am＞は’mで表記され／am／［αm］を表す1南

〈nam＞1t’m（K15；L5，6，7）三〈s盈n＞1s’m（K　1，ll；Lll，32，33，36，38，39，43）

’gek〈ts‘am＞　2　c’m（L34，　35，　37，　39）　．

　2）合韻く加〉蓋韻＜ap＞は’pで表記され／ab／［αb］を表す：合＜kap＞！q’p（L36）



ウイグル文字音写された漢語仏典断片について 13

塔＜t‘2p＞1t’p（L16）。凡韻＜iuem＞は！例があって’nで表記されている：梵＜viuem＞3

v’氏iL20）。箪韻談韻当分との関係から，’m／arn／［am］で表記されるのが自然である。誤記

でないとすれば韻尾の唄は中世漢語の影響を受けたものと推定できる。

　3）乏韻〈iuep＞は’pと表記され／ab／［ab］を表す：法〈fiuep＞3v’p（∫2，5；K：2，

10，　ll　；　L　1，34，40．

　4）業韻＜iep＞は一ypで表記され／eb／を表す：業〈giep＞3kyp（L38）。

　5）厳韻は一ymで表記される：嚴〈giem＞3yym（K　2）。一ymには／em／を与えること

ができる。

3．　2．　8　諺琴…摂

　1）侵韻＜igM＞は一ymで表記され／im／を表す：心＜sigM＞4sym（L35，39，40，43）。

　2）緕韻＜igp＞は一ypで表記され／ib／を表す：入＜Rzigp＞3§yp（L39）。

3．　2．　9　1⊥1摂

　1）寒韻＜An＞桓韻＜uan＞山韻〈an＞はすべて’nで表記され／an／を表す：檀＜dan＞

1t’n（K：16；L6）窟＜kuan＞1q’n（L23）間〈矯n＞2q’n（K8）。

　2）掲韻〈at＞瀦韻〈it＞は’rで表記され／ar／を表す：薩〈s2t＞1s’r（K4；L！8）

ノ＼＜p翫＞2v’r（L20，33）。

　3）仙韻〈iεn＞先韻＜ien＞はynで表記され／en／を表す：栴＜tciεn＞3cyn（L　6，16）

遍〈pien＞4pyn（K　3）Q

　4）蜜蝋＜iuen＞仙韻＜iuεn＞は一こ口－wwnで表記され／un／［Yn］／uun／［摯n］を表す：

願〈Diuen＞3kwn（L33，38）kwwn（K3）韓ぐiuεn＞cwn（L32，41）。唇音声母との結合で

は一’n，喩母との結合では一ynが表記され，それぞれ／an〃en／を表す：萬〈rgiuen＞v’n（L

22，30）　wr〈6iuEn＞3　vyn（K12　；　L　2，26）．

　5）月韻＜iuet＞には次の例がみられる：獲＜fiuet＞3v’r（L36）。”rは／ar／を表す。

例はないが，唇音声母以外との結合では一wr／Ul一／が表記されるであろう67）。

3．2．10榛摂

　1）魂韻＜uen＞文韻〈iuen＞は一wn－ynで表記され／un／／i’n／を表す：尊〈tsu∂n＞1

swn（L14，17）聞＜㎎iugn＞3vyn（L19）vy鼠K：5）。一ynは唇音声母と結合する。また喩母

と結合して一ynで表記される例がある：雲＜6iuen＞3wy鼠K　5）。しかしテキストAFに

は云＜fiiuen＞3があってywnと表記されている6s｝。

　2）物識＜viuet＞には唇音声母と結合した例がみられ，一yrと表記されて／ir／を表す：佛

〈viuet＞　3　vyr（L　4，　5，　6，　7，　8，　9　etc．）　6f”．

　3）真韻〈i6n＞は一ynで表記され／in／を表す：身〈ci6n＞3syn（K12，　L　l，2，3，15，
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37）0

　4）質韻＜i6t＞は一yrで表記され／ir／を表す：悉＜si6t＞4syr（J　7，L36）。

　5）諄韻〈iuen＞は一wnで表記され／un／［摯n］を表す：輪〈liuEn＞31wn（L32，41）。

3．2．11宕摂

　1）唐画〈ag＞＜uag＞陽韻〈iuag＞は一W－WWで表記され／0／［O］／OU／［OU］を表す：

當＜tap＞1tw（L14）廣＜kuag＞lqw（L12）qww（K　6）方〈fiuag＞3vw（K　3，14，15，16

；L4，5，6，7，8，9，etc．）。王〈61uag＞3はwnk（L20，22，29）と表記されているが，テ

キストEではWWが現れる。　wnkには／op／を与えておきたい7。）。

　2）小義＜ifig＞は一w－wwで表記され／o／［9］／ou／碑］を表す：量＜liag＞31w（L8，

16，35）相〈s圭ag＞4sww（L10）。

　3）鐸韻＜ak＞薬韻＜iak＞は’qで表記され，鐸韻は／aγ／［aγ］，薬韻は／aγ／［aγ］を表す

　樂＜1飲＞1｝’q（L30，41）若〈nziak＞3§’q（L37，38，42）。

3．2．！2曾摂

　1）登韻〈eD＞は一ynkで表記され／fg／を表す：僧＜sep＞1synk（L24）。

　2）蒸韻＜igg＞は一ynkで表記され／ig／を表す二勝＜cigD＞3synk（J9；Lll）。

　3）徳韻〈ek＞面諭＜igk＞は一ykで表記され／ig／を表す：北〈p∂k＞1pyk（L　9，iO，

11）億＜・igk＞’yk（L　3）yyk（K13）。勒＜lek＞iは例外的にlww（L14）で表記される。

一wwには／uu／を与えたい。

　4）徳＜uok＞はwqで表記され／uγ／を表す：國〈kuek＞lqwq（L32）。

　5）職＜i’gk＞は一yqで表記されバγ／を表す：色〈sりk＞29yq（K　8，9）。

3．　2．　13出語

　！）庚韻＜ag＞は一’あるいは一yで表記され／a／あるいは／i／を表す：生＜sag＞§（L

14）g’（L33，41）　ai〈7ao＞qy（Lll）．

　2）晒韻〈pak＞は’qで表記され／aγ／を表す：百＜pak＞p’q（Ki3；L3，23）。

　3）庚韻〈iag＞清韻＜iεg＞急歩〈ieg＞は一yで表記され／e／を表す：明〈miag＞my

（K：6，14；L8，13）聲＜Giεg＞3§y（K4；L19）形＜γieg＞4ky（L16）。

　4）昔韻＜iεk＞は一ykで表記され／eg／を表す；亦＜yiεk＞4yyk（Kle）。

3．2．14通摂・江摂

　！）東韻1等＜tug＞は一wnkで表記され／ug／［UD］を表す；東＜tug＞1twnk（K：14，15

　L4，　5，li）0

　2）東韻3等＜iug＞鐘韻＜iog＞は一WRkあるいは一wynkで表記され／ug／［撃g］あるいは
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／鞠／を表す：衆＜tciug＞3cwnk（K　l，5；L12，33，41）從〈dziog＞4swRk（L36）供

〈kiog＞3kwynk（K：2，3）kwynk（K：7）。ただ，種〈tci◎g＞3は例外的にcww（L　36）と表

記されている71）。この一WWには／UU／［剰を与えておきたい。

　3）屋韻1等＜uk＞は一wqで表記され／uγ／を表す：禄〈luk＞11wq（L23）。

　4）屋韻3等〈iuk＞燭韻＜iok＞は一wqで表記され／uγ／［uγ］を表す：六〈liuk＞31wq

（L26）欲＜yiok＞4ywq（L42）。ただ，福＜fiuk＞はvw（L22）で表記される72）。一wには／u

／を与えておきたい。

　5）覚韻＜ok＞は一wqで表記され／oγ／を表す：嶽＜kっk＞kwq（L　19）樂＜gok＞2

kwq（」　6）o

4．テキストと漢語音体系の違い

　テキストJは填実名経』の内容をもち，同じ内容のテキストA－Fと，使用漢語音において

も変わるところはない。テキストKとしも明母泥母が脱鼻音化する点，宕摂梗摂の鼻音韻尾

が脱落する点，韻尾の口腔子音を保存する点においてA－F，J，さらに『四分円：比丘戒本sの

内容をもつGHと共通しており基本的には同一体系の漢語音を用いているといってよい。た

だ，テキストKはほかとはかなり異なった特徴を示すので，それについて述べてみたい。

　声母において，破擦音である精母＜ts＞清母〈ts‘〉従母＜dz＞1まほかではs一／s／で表記

されるのに，Kでは清母と従母の例が現れs一ではなくts一／ts／で表記されている：清

〈ts‘iεO＞tsy（Kli）sy（A18，19；B19，21；E3；G5；L1）千＜ts‘ien＞tsyn（K13）此

〈ts‘ie＞　tsy（K　3，　5）sy（A22）　i｛“〈dziep＞　tsy（Kll）sy（A18，　21　；　B　19，　22　；　E　3　；　G　5　；

L1）o

　馬事〈〉喩母3等〈fi＞の表記にもほかとの違いを示す：億〈・igk＞yyk（K13）’yk（L3）

cf．憶＜・igk＞’yk（H　2）；爲＜fiiu6＞wy（K　5）vy（A　8，15，18；B7；L20，21，22，23，24

etc．）　o

　韻母において，i介音はA－Hでは，種〈tGiog＞cywnk（E3）を例外とし，ほかは表記され

なかった。しにも1例がみられるが，　Kには麻韻3等に次のように一y一が表記されている：

舎＜cia＞／§la／§y’（K13）sy’（L2）／§註／s’（L16）c£捨〈Gia＞／§ti／§’（A15；L42）；遮

＜tcia＞／6ia／cy’（K12）cf．者＜tcia＞／6a／c’（A　3，9，16；B2，3，5；C　14，15；Dv

3；E3；L　40）。またA－Hにはu介音の表記は現れなかった。テキストしにも現れない。

Kでは麻韻合口2等にu介音の表記がみられる：化＜xua＞／xua／qw一’（K　4）／xa／q’（B

s，6；C2e；Dvs；L2D．

　Kの若干の韻母はほかの円讐音に対して非訟辱音を示す：如＜nzio＞／2i／§y（K　2）／2u／

sw（A　2，26；Dr3；G4；L、40）きw（K　8）；数〈siu＞／§i／§y（K　4）cf．主1〈tciu＞3

／6u／cw（A　7，19，22；B7，17；Ci5；L26）；常＜ziap＞／忌f／§y（K　1，10，11）／§o／§w
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（L32，38）sw（L32，33）cf．像〈z桧g＞4／so／sw（A　3；B3；L16）。

　馬尾の〈一t＞はKにおいてもほかのテキスト同様に一rで表記される；薩〈s翫＞1／sar／

s’秩iK：4；L18）。しかし，L切＜・iさt　ts‘iei＞」は常に’ytsy（K　1，4，6，7，10）と表記される。

すなわち「一」の韻尾はゼw表記されている。上では／・i／と再構したが，おそらくL切」は

［？igtsi］と発音されたであろう。ほかのテキストでは「一切」の「一」の韻尾は一様にゴで表記

されている：’yr　sy／・ir　si／（L41）’yrsy／・irsl／（A　8）。また，同じように，「十方」＜Giep

fiag＞はし（15，26，35，40，41）ではsyp　vwと表記されているが，　K（3）では§y　vwと表記され

て，韻尾の〈っ〉は表わされていない。

　テキストKのこのような表記はいわゆる「ウイグル漢字音」の体系をはずれるものである。

とくに破擦音が摩擦音化したりu介母を表記しない点は「ウイグル漢字音」の大きな特徴で

あり，この点に従わないKが同じ体系のもとに書かれたテキストとは考えにくい。破擦音表

記や介音表記はむしろウイグル文『慈憂心s中の漢語表記と一致するので，五代末から宋初の

問の西北漢語音を表記したと推定した憾島伝s　7’3｝と恥じ環境のもとで作成されたと考えたく

なる。しかしKはテキストしと同一仏典を内容とするので，やはり「ウイグル漢字音」の使用

された時代に書かれたものと考えたい。もっとも，ウイグル語話者ではなく，漢語話者の手に

よって書かれた可能姓もある。これに対してLはウイグル語話者の手によるものと推定でき

る。というのは本来の破擦音の摩擦音表記に混じって罪〈dzu急i＞だけは／tsoi／tswy（L

37）と破擦音表示される。先に述べたように，この形式はウイグル語における漢語からの借用

定着形式であり，それをもつウイグル語話者の手でテキストしが書かれたと考えられるから

である。3．L　7－1，3．3．7－2で中世漢；語の影響を認定したように，　しも『真実名経s

に属する∫と嗣じ元朝直結に書かれたものと考えたい。

　いずれにしてもテキストKはいわゆる「ウイグル漢字音」とは明らかに別の漢語音表記を使

用したといえる。しかし，ほかのテキストが全く同一音体系に収まるかといえば，かならずし

もそうではない。たとえば，テキストしの重唇音と軽延音における逆表記，すなわちp一に対

してv一を，v一に対してp一を表記する点，あるいは」やしの覚韻と結合する見母や疑母がq一

ではなくk一で表記される点などはほかとの大きな差異となる。

　一方，ベルリン所蔵の填実名経還すなわちテキスト1に使用された漢語音はサンクトペテ

ルブルグ所蔵のものと基本的な違いを示さない。たとえば破擦音声母の最〈tsuai＞や在

〈dz印〉もsw－yやs’yのように摩擦音化している7’t）。しかし，細部においては若干の違いを示

す。たとえば即＜tsigk＞や寂〈dziek＞はペテルブルグの断片では両者をsykと表記し，前者

は／sig／7s）後者は／seg／76）と再構できた。一方ベルリンのものはいずれもsyqと表記す

る77｝。ペテルブルグ写本においては一kと一qの表記は核母音の舌の前後位置と関係して書き

分けられた。この爾漢字のうち少なくとも寂が後壁母音をもっていたとは考えにくい。テキ

スト1のsyqはウイグル内で発展した形式と推定すべきであろう。なお，Zie斑e氏はsyqを

siqと再構している78）。またこの写本には随所に「三養y　q’y三一訂twnk」のように漢；字が挿
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入されている。この点もほかのテキストとは異なる。

17

5．結　　語

　拙稿（1995）ではテキストA－Hに表記された漢語音に大きな差異のみられなかったことか

ら，これら漢語音がほぼ同一体系内に収まるいわゆる「ウイグル漢字音」で書かれたものと結

論づけた。この結論はここで扱ったJL，あるいはベルリン所蔵の1を加えても変わるもの

ではない。しかし，1にみられた特異な音形式，あるいはそれ以外のテキスト聞にもみられる

若干の差異を考慮するなら，「ウイグル漢字音」はかなり不安定なもので，個人や地域あるい

は時代と関与した多くの変種をもっていたと考えられる。一方テキストKは「ウイグル漢字

音」の範疇には収まりにくい性質の音体系をもっていた。これと「ウイグル漢字音」との関係

は今のところ明らかにできない。

　ウイグル文字表記された漢文は，ウイグル文の混じった小断片ではあるがサンクトペテル

ブルグになお数点存在するし79＞，ベルリンにはやはりウイグル文混じりの，大量の行数をもっ

た1卵子本が保管されている8。｝。これらの研究が進めば「ウイグル漢字音」の性格はもっと明

確なものになる。

6．漢字とウイグル文字表記のリスト

〈　〉内は中古漢語音形式，／／内は再構形式を示す。一dは非初頭表記の文字dを示す。

6．1　果仮摂

氏韻

量月～＜n含＞1　／da／d’（K二二2）t「（K二玉3）

我〈酔＞1／γa／q’（L35，41，42＞q一’（K10）

詞＜xa＞1／xa／q「（L18）

迦〈kia＞3／kia／ky（K14＞

父韻

磨i〈mu禽＞1／ma／mレ（L18＞ 過〈kua＞1／qa〃qu／q’（L31）qw（L15）

麻韻鵬2等

下＜γa＞2／za／q’（L13，！4）

麻叩合2等

イヒ＜xua＞2　／xa／／zua／／xu／q’（L21）

　qw”（K　4）qw（K　13：　L　3）

k’tF〈xua＞　2　／　xa　f　q’（L　9）q一’（K　2，　3，　5）
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麻韻3等

者〈tcia＞3／6a　／・ct（L40）

泣くtcia＞3　／Ma／cy’（K工2）

tN一〈qia＞　3　／　sia　／　／　gia　／　s’（L　16）　sy’（L　2　）

gy’（K13）

6．2　遇摂

模韻

普＜p’o＞1　／puu／pww（K二6，7）

部〈bo＞1／fuu／vww（L17）

菩＜bo＞1／pu／／fuu／pw（K：4）vWw（L18）

土＜tb＞1／tuu／tww（L32）

度〈do＞1／tu／tw（L26）

塗〈do＞1／tuu／tww（L　33）

’tei’ias’

qlo＞1　／　lu　／　lw〈L36）

蹴＜10＞1　／1u／／　EUtt／lw（王（12；　L　1，2）1ww（K二12）

苦くk‘・＞1／qu／qw（L33）

故〈ko＞1／qu〃quu／qw（1く：9）qww（KlO）

三五〈DO＞1／γu／qw（L30）

胡〈γo＞1／xu／qw（K：2）

魚韻

穆了＜sio＞2　／§u／Sw（L35＞

言者＜tcio＞3／6u／／6uu／cw（K：1　，　L　18，19）

　cww　（　L　22，　31，　36，　40，　41）

g＃〈nzio＞　3　／　2u／／　zi　／　sw（L40）　sw（K　s）sy（K　2）

於＜・lo＞3／・uu／’Ww（K　6　；L36，38＞

E．at．　〈yio＞　4　／　yu　／　yw　（K　8）

虞韻

父〈viu＞3／pu／pw（L24）

具＜giu＞3　／ku／kw（」　1，7）

無く功iu＞3／　’u〃wu〃wuu／’w（K：6）

　ww（K4，7，8，9，15；L5，8，16，21）www（L35）

iik〈ngitt＞3　／　wu　／　ww（L23）

fS一〈diu＞　3　／　6tt　／／　6uu　／　csv　（K　1　，　10，　ll）

　cww　（　L　32，　33，　42）

婁文＜siu＞2　／　§i／　§y（王（4）

r／ltl〈tciu＞3　／　6u　／　cxv（L26）

as〈fiiu＞　3　／　yu　／　yw（L29）

6．3　蟹摂

【冶韻

士〈dai＞1　／tai／t’y（K二6）

來〈llli＞1／lai／yy（K　8；L14，40，15）

在＜dzai＞1／sal／s’y（L40）

灰韻

罪〈（lzu毎i＞1　／tsoi／tswy（L37） 悔くxu4i＞1／xoi／qwy（L34，37，39）

泰韻

太ぐ‘ai＞1／tai／t’y（L22＞

大＜dai＞1／tai／ピy（J4，5，6，L18）

最：＜tsu飯＞1／so玉／swy（J3）
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佳韻

解〈kai＞2　／qai／q’y（J　1，2）

皆韻

皆〈kゑi＞2　／qai／q’y（L33） getr〈kii＞　2　／　qai　／　q’y（K　3，　6　；　L　34）

8K（ySシリ
S

／

　
　
　
3

　
　
　
＞

　
　
　
．
a

　
　
　
．
α

韻
　
く

祭
　
世

斉韻

帝＜tiei＞4　／ti／　ty（L2玉）

重豊＜liei＞4　1i／ly（1く1，9，11，12，13，14，15；

　L　1，　2，　3，　4，　5，　6，　7，　8，　9，10，　11，　12，　14，

　15，　16，　17，　18，　19，　32，　33，　34，　39，　42，　43）

切〈ts‘iei＞4／si〃tSi／sy（L41）tsy（K　l，4，6，7，10＞

洒＜siei＞4／s藍／sy（］し7，8，9）

慧〈γiuei＞4　／xui／kwy（K：9）

6．4　止摂

微韻

イ衣〈・igi＞3／・i／（’）y（王（玉1）

未＜II｝iuei＞3／vi／vy（L15）

ee〈kiuei＞　3　f　ku　f／　kuu／　kw（L39，43）kww（K10）

之韻

事＜d2課苧三＞2　／忌i／§y（K二7）

持＜［di？i＞3／6i／cy（K　2）

子＜tsiei＞4／si／sy（L22）

之〈tcigi＞3／6i／cy（J3）

iE：〈tcigi＞　3　／　ei　／　cy（J　4）

｛寺〈zigi＞3　／§i／sy（J　7）

起〈k●i孕i＞3／ki／ky（L37）

喜〈xigi＞3　／ki／ky（∫　6，8　，　L　29）

II（．　〈gi？i＞　3　f　ku　／　kw（L23）

已〈yigi＞4／・i／’y（L39，43）

以＜Yigi＞4たiだy（K5，7）

支韻

彌〈miξ｝＞4　／bi／py（L14）

懸麩＜li6＞3　／1圭／ly（L33）

知＜ti（…＞3／6i／cy（L24）

智＜tie＞3／6i／cy（K　9）

gt〈ts’i6＞　4　／　tsi　／　tsy（K　3，　5）

htt〈cie＞3　／　gi　／f　gu　／　sy（3　g）gy（L　7）gw（L26）

是〈［iai6＞3／9i／／きu／sy（K二1）§y（K二7，9）9w（1（10）

議＜§i6＞3／gi／ky（K：9）

geL〈k’iu6＞　3　／　ku　／　kw　（K　2）

爲〈fiiu6＞3　／vi／／wi／vy（L20，21，22，23，24，25，

　26，　27，　28，　29，　30，　31，　32，　33，　34）　wy（K　5）
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脂韻

師＜＄溢i＞2／忌i／§（L24，31＞

比＜bi益i＞4／pi／py（K9）

毘＜bi6i＞4／pi／py（Ll；L30）

＄lj〈li6i＞　3　／　li　／　ly（L16）

尼く誤霊益三＞3　／ni／ny（王（14）

至＜tGi6i＞3　／こi／cy（L35，39，40，43）

mm－
高＝D

qnzi6i＞　3　／　2i　／　Sy　（　L　17）　sy　（　L　20）

6．5　数摂

豪韻

報＜pau＞1／pou／pww（K12；L2，38）

’ts”〈pau＞　1　／　pou　／／　po　f　pNyw（L　7，16，　32，　33，

　39，　43）　pw（K　1，ll）

宵韻

女少＜miεu＞4　／beu／pyw（K二8＞

道＜d註u＞1／tav／ゼv（L31，38，多9，40）

‘thi’‘〈nau＞　1　／　dav　f　t’v（L37）

6．6　流摂

侯韻

母＜meu＞1／bu／Pw（L24）

頭＜d∂u＞1／tl’u／tyw（L42）

ffn　〈7eu＞　1　／　zu　f　qw（L21）

尤韻

オこ＜migu＞　3　
／
　 組u　

／
　 m、v（K14）

不＜fieu＞3／puu／pWw（L35，39）

首＜cieu＞3／9iu／syw（L31）

受臨i∂u＞3／§iu／§yw（K：5　；L33，38，39）

．h－ixy〈zieu＞3　／　giu　／　syw（L42）

tt・＜・i∂u＞3　／yiu／yyw（K二15；　L　5）

九〈ld∂u＞3　／kiv／kyv（L36）

久＜kieu＞3／kib／kyp（L42）？

有〈fiieu＞3〆yiu／yyw（L34，37）

6、7　威摂

合韻

合＜kap＞1　／qab／q’P（L36）

璽韻

衛＜nam＞1　／dam／ピm（王く玉5；L5，6，7）

談韻

三＜sam＞1／sam／s’m（K　l，11；L11，32，33，

　36，　38，　39，　43）
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蓋韻

塔〈t‘fip＞1／tab／ゼp（L16）

街韻

’＄E〈ts‘am＞　2　／　6am　／　c’m（L34，　35，　37，　39）

凡韻・乏韻

梵〈viuem＞3／fan／v’n（L20） 法＜fiuep＞3／fab／v’p（」2，5　’1（2，10，　ll；

　L　1　，　34，　41）

厳・業韻

嚴＜eiem＞3／yem／yym（K：2） 業＜giep＞3／geb／kyp（L38）

6．8　深摂

四韻・絹韻

，CN〈si？m＞　4　／　sim　／　sym（L35，　39，　40，　43）

?’〈Qigm＞　3　／　ssim　／　sym（L17）

甚＜zigm＞3／§im／sym（L17）

／’iY〈kigm＞　3　／　kim　／　kym（K　9　；　L35，　37，　38，　42）

音ぐiqm＞3／畑ガym（」6）

十〈cigp＞3ノ瀬b〃§／syp（L15，17，20，26，35，40，41＞

gy（K　3）

入＜flzi？p＞3ノ乏ib／§yp（L39）

及＜gigp＞3／kib／kyp（L24）

6．9　康摂

四韻・四韻

歎くt‘fin＞1　／tan／一d’n（J　2＞

檀〈dan＞1　／tan／ピn（K二16　；　L　6）

liE・iE〈nan＞　1　／　dan　／　d’n（Kll）t’n（L33）

讃＜tsan＞1／sa。／s・。（」2）

安＜・an＞1　／・an／”n（L30，41）

薩＜sat＞1／sar／s’r（K　4；L王8）

橿韻

？Wi　〈m　li　a“　n＞　1　／　man　／　m’n　（K　3　，　12　；　L　2　，　26）

官〈kuan＞1／qan／q’n（L23）

’t“＄〈xuan＞　1　／　xan　／　q’fi（」　6）q’fi（L29）

山韻・鮎韻

問〈k益n＞2　／qan／q’n（正（8） ノ又〈pit＞2　／far／v’r（L20，33）

元韻・月韻

煩＜viuen＞3　／fan／v’n（L37）

萬〈rgiuen＞3　／van／v’n（L22，30）

願＜Diuen＞3／gun〃guun／

　kwn（L　33，　38）　kw　wn（K　3）
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渤〈k‘iuen＞3／kun／kwn（L40，42） ijxte’　〈fiuet＞　3　／　v　ar　／　v’r（L36）

二言

旋＜t（；iεn＞3／6en／cyn（L6，16）

rtigi　i一〈ziEn＞　3　／　gen　／　syn（L　4　，　24）　gyn　（K14）

然＜nziεn＞3／2en／§yn（KlO）

pa〈yien＞4　／　yen　／　yyn（」　5）

延＜yiεn＞4　／yen／yyn（L22）

aj＃〈tiuEn＞　3　f　6un　／　cwn　（L32，　41）

圓く丘iuεn＞3／ven／vyn（K12；L2，26）

縁〈yiuεn＞4／wen／wyn（L19）

先韻

遍＜pien＞4　／pen／pyn（K　3）

逡≧＜pien＞4　／pen／pyn（K二6）

天＜t‘ien＞4　／ten／tyn（】し20）

千＜ts‘ien＞4／sen〃tsen／syn（L3）tsyn（K13）

前＜dzien＞4／sen／syn（L36，37）

ノV＜n2ien＞4　／茗en／諺一yn（王（2）

現＜γien＞4／xen／kyn（」2；L15，40）

6．10　藤摂

魂韻

一ig〈tsuen＞　1　／　sun　／　swn（L14，　17）

文正・物韻

文〈呼u∂n＞3／vin／　vyn（L23）

聞＜lpiuen＞3／v撫／vyn（L19）vyfi（K：5）

雲〈6iu∂n＞3／w1n／wytl（K5）vy（？K3）

｛弗＜viuet＞3／fir／vyr（L4，5，6，7，8，9，10，　ll，

　12，　13，　14，　34，　35，　41）　vr（K　4，　7，12，　13，　14，　15，

16）

真韻・質韻

＊but〈dzi6n＞4　／　sin　f　syn（K　9　；　L　35，　37）

身’＜cien＞3　／§in／syn（1（12；　L　1，2，3，15，37）

　§yn（K二12；　L37，38）きyn（王（8）

悉＜siをt＞4　／sir／syr（J　7，L36）

rmkii＝F　〈kiet＞　4　／　kir　／　kyr（J　2，　3）

u－
q’iet＞　4　／　・ir　f／　・i　／　’yr（L41）

　’y（K　1，　4，　6，　7，10）

諄三

輪＜liu6n＞3／lun／lwn（L32，41）

6．1工宕摂

唐韻・鐸韻

當＜t2D＞1／to／tw（L14）

”．ece〈12k＞　1　f　l　ay　／　1’q（L　30，　41）

tw’　〈kuag＞　1　／　qo　／／　qou　／　qw　（L　12）　qww　（K　6　）

光〈kuag＞1／q・／qw（K　6）
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作〈tsak＞1／tSaγ／ts’q（1（7）

名・〈kak＞1　／qaγ／q一’q（K：2）

悪＜・bk＞1／・aγ／”q（L36，38，39）

皇＜γ鞠＞1／X・／qw（L22）

陽韻・薬韻

rtmaFtes〈liaD＞　3　／　lo　／　lw　（L　8　，　16，　35）

相〈siaD＞4／s・u／sww（L10）

乖羊〈ziag＞4／so／sw（」2，3）

像＜・iag＞4／s・／sw（L16）

常＜ziag＞3／忌。〃獣／§w（L32，38）

　sw（L　32，　33）　gy（K　1，10，　11）

香＜xiag＞3／xo〃xou／kw（1〈　2，3）kww（K　5）

養〈y鞠＞4／y・／yw（K　2，　4，7）

若〈n2；iak＞3　／乏aγ／§’q（L37，38，42）

方＜fi吻＞3／f・／vw（K　3，14，・15，・16；L4，　5，6，7，

　8　，　9　，　10，　ll，　12，　13，　15，　26，　35，　40，　41）

王＜6iuag＞3／OD／wnk（L20，22，29）

6．12　曾摂

登韻・清韻

等〈t∂9＞1／tig／tynk（K　1，8）

登＜tag＞1／ti’0／tynk（L30）

4t．S〈seg＞　1　／　sig　／　synk（L24）

ptdi一〈7ep＞　1　／　xi’g　／　qynk（L　23，　31）

＃L〈pek＞　1　／　pig　／　pyk（L　9，　10，　ll）

徳＜tek＞1／tig㍑yk（J1；K：14，25，16；

　L　4，　5，　6，　9，10，　12，　13，　38）

勒＜lek＞1／luu／lww（L14）

國＜kuek＞1／quγ／qwq（L32）

蒸韻・職韻

’ll”〈tc‘igD＞3　／　6ig　／　cynk（J　4，　8）

勝＜c鞠＞3／Sig／synk（∫9；Lll）

承〈zi｛）9＞3　／忌ig／synk（」　7）

i．’Sg〈’igD＞　3　／　’in　／　’yn（L38）

色〈S珍k＞2／忌i’γ／§yq（K8，9）

，ca〈si？k＞4　／　sig　／　syk（」　5）

：’su〈Qi？k＞　3　／　gig　／　gyk（L24）

億〈・igk＞3たlg／’yk（L3）yyk（K13）

6．13　梗摂

庚韻2等・隣韻

ts〈sag＞　2　f　ga，／　g（L　14）　g’（L33，　41）

行＜γag＞2畷／qy（L11）

di　〈pak＞　2　／　pa7　f　p’q（K　13　；　L　3，　23）

庚韻3等

命＜miaD＞3／me／my（L39，42，43）

明＜miag＞3／me／my（K　6，14；L8，13）

敬＜kiag＞3／ke／ky（」7；K1，5，9，11，12，13，14，

　15；　L　1，　2，　3，　4，　5，　6，　7，　8，　9，iO，　11，　12，　13，　14，

　15，　16，　17，　18，　19，　21，　25，　26，　32，　33）
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清韻・昔韻

rt一〈piEs＞4　／　pe　／　py（K　4）

名＜miε9＞4／nle／my（∫4，8；K14）

令〈liεD＞3／le／ly（L42）

清＜ts‘鞠＞4／se〃tse／sy（L1）tsy（K：ll）

請ぐs鞠＞4／se／sy（L40，娃1，42）

情＜d・iε9＞4／se／sy（L34）

浮くd・iε9＞4／se〃tse／sy（L　l）tsy（Kll）

．tw　〈ciEg＞　3　／　ge　f　gy　（　L　21）

juS’　〈ciEg＞3　f　sie／　gy（K4　；　L　l9）

成〈z鞠＞3／§e／§y（L40）

ee〈QiEk＞　3　f　geg　／　syk（L20）gyk（K14）

亦＜yiεk＞4／yeg／yyk（K：10）

青三

二＜kiep＞4／ke／ky（L17） 形＜γieg＞4／xe／ky（L16＞

6．14　通摂・江摂

東回1・屋韻1

東＜tug＞1／tug／tw賦（K14，15；L4，5，H）

Lt〈t‘ug＞　1　／　tuD　／　twnk（K13）

同＜dUD＞1／tUO／twnk（K13；L3）

功く胸＞1／qug／qwnk（」1）

禄＜luk＞1／1ttγ／lwq（L23）

穀＜kuk＞1／quγ／qwq（L30）

東回3・麗韻3

風＜fiug＞3／pug／pwnk（L29）

豊＜f’iug＞3／PUD／pwnk（L30）

衆＜tciug＞3／6uD／cwnk（K　l，5；L12，33，41）

中＜tiug＞3／6ug／cwnk（J3，5，6；L38）

窮＜giug＞3／kug／kwnk（L21）

福＜fillk＞3／fu／vw（L22）

復〈viuk＞3／fuγ／vwq（K：10）

〉’r，〈liuk＞　3　／　lu7，　／　lwq（L26）

鍾韻・燭韻

龍＜li・9＞3／lug／lwnk（L29）

從＜dziog＞4／sug／swnk（L36）

訥＜z鞠＞4／sug／swnk（K　8）

種＜tciog＞3／6Utt／cww（L36）

恭＜ki・9＞3／kilD〃kug／kwynk（」6）

　kwyfik（K　5，　7）kwnk（K　1）

供＜kiog＞3／k鞠／kwynk（K　2，3，5，7）

　kwynk（1〈　7）

足〈tsiok＞4／suγ／swq（J1，7）

欲〈yiok＞4／yu7／ywq（L42＞

二三

va〈gok＞　2　／　koy　／　kwq（」　6） eq〈kok＞　2　／　ko7　／　kwq（L19）

注

1）　テキストしの存在は吉田豊氏からの個人的情報によって知ることができた。ここに場を借りて同

　氏に謝意を表しておきたい。
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2）　テキストに一網する漢字は基本的に漢文テキストのものを用いた。

3）　　Cf．才丁張（1995）p．69．

4）　『集諸経礼繊儀調唐智昇撰。上下2巻のうち，上巻は「十方仏名経」「大集経」「文殊師利礼御身仏文j

　「華厳経」「西方礼阿弥陀仏文Jなどの面面文を集録したもので，下拳は善導の「往生礼讃偶」を収めた仏

　典である。C〆仏書解説大辞典承大東繊版社1964改言丁版）第5巻p．　220、

5）　『面素文譲では「大正」（No．2854）p，1303bll．19一一20．p．1304atl．4－6に相当する。

6）　「持∫養」に対して「礼繊文』［p．1303bL20］では「智∫食：」。「胡jは蝶諸経紙幟儀s［「大iE」第17巻p．

　456b注7］の明智のものを採用した。

7）　「遍」に対して「礼副文嘩は「変」。

8）　「化仏」の「仏」は殊し副文諺には無い。

9）　5行臼と6行Eのkwynky　’ytsy　pww　swnk　lま丸で噛んであるが，漢文にはこの部分は無いので不

　要。

10）　「光明潮汁於無辺無辺界」に対して「集諸経礼繊臨では「以為光明台広於無辺界」［p．　456bll．9－10］，

　横溢礼慨は「以為光明大広意無辺界無辺」［ll．6－7］，「礼繊文sは「以謂光明台座以無辺界無辺麗p．

　1303b　1．　22］　．

11）　「事∫以」「普」に対して雷礼一文＄　［p．　1303b　1．23］は「是」「與∫並」が立つ。

12）　漢文は「諦」の後に「摩言可般若波羅蜜」がある。「與」は「集諸経礼幟儀s［p．456bほ3］の形式。細論礼

　戯講は「為」［ム9］，「礼臓文sは「以」［p．1303b　t．　24］。認まtsw紘ともよめる。

13）　漢文は「色」の前に「如来」がある。pysynkは「不思」の音形に当たらない。

14）　「是故」は日義諸経礼職儀亙p．　456b　1．16］に依る。『黄昏礼盤諺では「是直訴」［1．12］，「礼幟文sは破損。

15）　「依」は『集諸経礼繊儀3［p．妬6bd6］に語る。他は無い。「歎？？」は「歎仏呪願」［「集諸経礼漏話書p．

　456b　1．18］に類する内容をもっていたと考えられる。1玉一14の「清浄・法身］「円満報身∫千百億化身岡

　名」は漢文テキストには無い。c£「薗無十方無辺際虫来現在一切仏等空不動真如智清浄鮫識庵摩羅清

　浄法身曲論遮円満報応鷹遮那応化色身千蒼億釈迦一斗現娑婆三新記曽一切韻故我頂礼諸仏陀」「集諸

　経字L熾｛義諺［p．458b－c］。

16）　「徳」に紺して「礼繊文sではFfgJ　［p．1304　L　6］。

17）　横昏礼‘＄k2　［t．　25］　「礼臓文s　［p．1304　1．6］には「徳」はない。

王8）　『礼幟文sではp．1304a　tl．4－13　11．　22－29に相応する。

19）　テキストしでは，q’q’とここで転写した文字がほかのテキストのqqと同じ形態の文字を使用する。

　また14，24，28，31には単独で§が現れる。28は不明であるが，14は「生」，24，31は「師」を表す。「生」は

　33，4王に§’と表記されているので14の§はこれと同じ音を表示したものと考えたい。「師」〈s灘2＞

　の韻母が広母音をもっていたとは考えにくいので，この§は§yと同じ音を表記したと推定したい。

　ただし転写に’やyは付加しなかった。

20）　1－3の「清浄・法身∫円満報身∫千百億化身陶名」は漢文テキストには無い。c£注15。

21）　　　Cf．γ三董三160

22）　Cf．　’itl1170

23）　「力丸文sは「敬礼西南熱血勝仏」［p．1304鼠6－7］。
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24）　9，10，12，13行目の「徳メこ対して91礼繊文sは「1＃」　［p．　130411．8－9〕。

25）　ド礼戯文』は「方」［p．130虹9］が欠落。

26）　『黄昏礼骸誘は「尊」　［1．　33］が欠落。

27＞　『黄昏晶出も殊し戦文sも「身メま無い。

28）　窪黄昏礼臓違は「敬礼會利刑像禿量宝塔仏」［t．　35］。

29）　9「黄昏礼冠の末尾には「仏」の字有り。

30）漢文テキストには「諸」は無い。19行厨と20行霞の／は1〈r　176とKr175の接続箇所を示す。

31）　「為二十八天塩梵論E等敬礼常磁三宝」は「集諸経礼臓儀直p．457cl．　19．］を採用。「黄昏面諭と『礼藏

　文sにこの文は無い。

32）　「皇帝計帳」に対して横堀袖跳［1．　41］と『礼識文武p．1304a　1．　15］は「帝王1，　el集諸経礼戦儀』は「天皇

　天后」［p．457cl．22jo

33）　「諸」に対して横香腕試譲は「之亘よ42］，喋諸経礼臓儀諺にこの文は無い。

34）　横昏礼1蜘にこの文は無い。「礼戯文sの「為文県門嘗恒其品位敬礼常佐三宝」［p，130411．20一・21］に

　相応する。「文路」に対する「文武」は『集諸経礼読応の「為諸王公主文武酉富敬礼常住三宝」［p．4571．

　23］を参考にして与えた。

35）29行目と30行呂の「龍王歓喜風爾」「五穀豊登万生安楽」は「黄昏礼幟譲にも「礼臓文sにも娼てこない。

　『集諸経礼徴儀sの次の文を参照して推定した＝「又以此善根。再訴一切衆生論語上品往生一切浄土。

　先容無生毒酒已後度一切衆生又以此善根。願k一一一切三宝一切国土常得安楽。恒不破壊。四方寧静兵

　甲休息。竜王歓喜風調雨漏。五穀熟成等等安楽。小仏功徳…」［p．456bll．　24－29］。ただし，「熟成」に

　対して「豊登」，「万入」に対しては「万庶迂？］を対応させた。

36）wnkは「現」を表すが，　kynの誤記であろう。Cf．　J－2　L－15，40．「過現画師」に対して『黄昏礼幟』

　は「過現之時」［1．　40］，「道」に対してy集諸経礼小忌2はf導」［p．457b　1．21］。

37）　目礼感文謬は「国土安寧」〔p、1304a　t．　21］，『黄昏礼臓諺は「国度安寧」［L　46］。　sy　1’nのYnは「乱」か？

38）　「黄昏礼臨［1．45］と群礼戦文楽p．1304a　lt　19－20】は「為受苦衆生願皆離苦敬礼當｛主三宝」。『集諸経礼

　臓儀xに「為王塗八難受苦衆生敬礼常住三宝」［p．457c　1．29〕があるので，33行翼は横島礼働などの文

　に「糊塗八難」が挿入された文といえる。

39）　「知」に対して横昏礼臨は「之」が入っている。cwwはcyの誤記と考えたい。

40）　横面礼戯』「悉病前発露悔諸悪」［U．48－49］に対してガ礼幟文sでは「悉已前発露廻三悪■p．1304al．

　23］0

41）　「有罪尽繊悔」は喚諸経誌面骨癌p．458a　1．5］を採用した。横昏礼繊講［’．50］と「礼論文』［p．1304　1．

　24］は「有罪皆順逆llとなっている。

42）「願立」に対して『礼繊月2　［p．　1304a　1．25］喋諸経礼臓儀」　［p．458a　1．6］は「願得」。「常」に対して礫

　諸経礼幟儀遍［p．458a　1．6］は「償」。

43）　ら戦乱已至心」の「至心」は漢文テキストには無い。また「已」は「黄昏礼織鮭ム521では「以」。

44）　「至心」は漢文テキストには無い。「已」は鍵礼臓文sでは「以」〔p．1304a　1．　29］。

45）Cf．拙稿（1995＞p．　92．　Zieme（1996）p，6．ただし後者では怖はβwと転写されている。βは筆者のv

　に栢旧する。
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46）

47）

48）

49）

50）

Cf、才置1稿（1995）P，93．

テキストADにもbhagavanの特殊表記として「末遇鑓」がみられる。　C財出稿（！995）pp．117－118．

Cf．才出孝高（1995）pp．93－94．

Cf．拙稿（1995）pp．95－96．

ほかのテキストでもふつうは地山韻尾をもちながら脱鼻音化しているが，BIには「能」がnynkの

　ようにn一で表記される例がみられる。CL拙稿（1995）p．　96，　Zieme（1996）p．7．

51）　娘母はほかにテキストGHにみられるが，やはり「尼」が現れ，サンスクリットのvinayaの音写とし

　てpyny　pwniと表記されている。　C£pp．　89－90．

52）CL拙稿（1987）p．33．

53）　A－Hにはs一§一が表記されていたが，／i／を推定した［拙稿（1995）p．101］。このか表記の存在は

　それを確認したことになる。

）
）
）
）
）
）
）
）
）
）
）

4
5
6
7
8
9
0
1
2
3
4

5
5
5
5
5
5
6
6
6
6
6

乎出稿（1995）P．150．

Cf．　Zieme（1996）p．8，手出稿（1995）p．147．

Cf．才額面（1995）P．149．

Cf．ま出縞（1995）P．145．

Cf．拙稿（1995）p。143．

Cf．手出稿（1995）P．110．

Cf．拙稿（1995）pp．11H！2，

CL孝出稿（1995）P，144．

Cf．守出稿（1995）PP．113一一114．

Cf．拙稿（玉995）p．145．

Cf．拙稿（1995）p．1玉5．ここで扱う豪韻にはテキストJ（填実名経s）の例はない。もし有ればテキ

ストAなどのように一｝wと表記されていた可能性は大きい。

65）

66）

67）

68）

69）

Cf．拙稿（1995）p．146．

ちなみに，L24行目に「及」はkypと表記されている。

ちなみに，テキストGHには「Ji　」がkwrで表記されている。　Cf．　tM稿（1995）pユ47．

Cf．拙稿（1995）p．　147．

テキストKでは仏はすべてvrと表記されているが，このvrはv’rではなくvyrと同じ音を表示し

　たものと考えてよい。

70）　／ogノは中世漢語の形式か？

71）　「種」はテキストABEにも現れ，cwnkで表記されている。一wwは窟摂梗摂をモデルとした類推形

　式か？

72）

73）

74）

75）

76）

謬慈云誤sでも「福」はvwで表記されている。　C£拙稿（1987）p．78．

C£拙稿（1987）p．　123．

C£　Zleme（1996）　p．　7．

Cf．拙稿（1995）p．王49．

Cf．手出稿（1995）P．150．
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77）　Cf．　Zieme（1996）pp．　7－8．

78）Zieme（1996）は，ベルリン写本の文字転写のほか「文字転写形式　発音　漢字」のリストを掲げてい

　る。しかし発音形式が，何に基づいて如何なる手続きを経て再構されたのかは示していない。たとえ

　ば，「極」はkykと転写されgikが発音形式として掲げられている［pp．6，9］。そして9頁にはこの再

　構のための参照資料として拙稿（1982）p．132のkiegと高田（1988）のヂ資料亥寸音表」の醤。．1014に掲げ

　られたgigが挙げられている。拙稿のkiegはウイグル文癒恩伝」に現れる形式から再構した「『慈恩

　伝di形式」である。高闘氏のgigはel千字文iと栓剛懲の2つのチベット文字資料に現れる表記形式

　である。高照氏の同じNo．　IO14には二乗中宗晃鰯のkhigの表記形式も併記されているし，中古漢

　語音gi’ek　4とともに「河西音」再構形としてkigk　4も提嵩されている。　Zieme氏のgi翠が如ffifにして

　再構されたのかは理解できない。ちなみに，「Sh6g．1995b」としてZleme氏のしばしば引用する拙稿

　（1995＞にはペテルブルグ所蔵喰実名緻から再構した形式kig［p．149］が二一されている。何故これ

　を参照しないのかも不思議である。「極」にZie磁e氏のようにglkを再構するのは無理である。この

　ほか岡氏の提禺する再構形（「発音形式」）には筆者の納得できないものが多い。中でも「轡」をkyy，

　「悉」をsyyと転写しkii，　sliと再溝しているのは理解できない。両漢字はペテルブルグ所蔵『真実名

　経sにも現れ（吉：AO，1，10，20，21；C16悉；B13），kyr　syrと表諦され／kir〃sir／と再講し

　た［拙稿（1995）p．148］。ベルリン写本のファクシミリをみればZieme氏のkyyはkyr　［t．7］，syyは

　syr［1．　21］と明らかによめる。やはり，klr，　sirと再構すべきであった。　Zieme氏のリストには，この2

　つの漢字に参照文献が掲げられていない。岡氏の記述ではこのようなものは以前に塞外文字で表記

　されたことのない漢字となる。岡目によって拙稿（1995）は十分に読まれなかったようだ。ついでな

　がらZieme（1996）でテキスト　21行Eの「際」に対してs’と転写されsaと再構されたものも，syと転写

　　し，siと再構すべきであった。また漢字「具」をテキストにおいても漢字リストにおいても…貫して

　「其」［pp．4　一・　6，10］と表示しているのはたぶん誤植であろう。

79）　サンクトペテルブルグ写本中の1断片（SI　4bKr　ll）には試し書き，あるいは落書きとして書かれ

　たつぎのような文がある：

　四種族性清浄諸勝刹高価帝　　tigma　t6rt　t6rlag　t6z嬉9　uγu獣γkidarta6i　t〃〃

　sy　cwnk　sy　sy　sy　cw§y敢。’r　ly　ty　tigma　t6rt　t6r搬g　t6S－itig　uγu§一luγ一lar－n翼ng

　arasl’fita　arly－i’　sitz－gki　itz－a　alqu－ta　utmi＄．　yigadmig　kgatrik　tifpitda　abiZ，一ik

　「四種族性清浄諸勝刹同日冠すなわち，四種の三三を除くもの…

sy　cwnk　sy　sy　sy　cw　gyfik　c’r　ly　tyすなわち四種の族姓もてるものらの間で清浄によって全てに勝っ

た刹二王が潅頂…」

　漢字漢文を一度目イグル語訳しかけて取りやめ，行を別に改めて今度は漢字を音読し，それを再び

ウイグル語訳している。音読表記を漢字と対応させてみるとつぎのように「ウイグル漢字音」の音体

系に適合する：

sy　cwnk　sy　sy　sy　cw　gyfik　c’r　ly　ty

四種性清浄諸勝刹利帝
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テキストA－しの表記と比べてみたい。

書くsiei＞

種〈tciog＞

牲〈s鞠〉

清〈ts‘iε9＞

浄〈dzieg〉

諸＜tcio＞

勝〈Qigg〉

黍lj＜ts‘益t＞

利＜li6i＞

帝〈tiei＞

Kr　il

sy

cwnk

sy

sy

sy

cw

§y貢k

C’
P’

l
y

ty

29

A－L
sy（Aエ8）

cwnk（A　18，　19　；　B　15，　21　；　E　3）

sy（A　9，24：　BIO；　D　v　8）

sy（A　18，　19，　；B19，　21；E3；G5；L　1）

sy（A18，21，；B19，21；E3；G5；Ll）

cw　（A　8，13；G　1，5；K　1，L18）

synk（A　1，　2；　Fi4；　L　ll）　Synk〈A　9　；　B　4，7；　C　5；　D　V　1）

cL　’eek〈ts‘arn＞　c’m　（　L　34，　35）　A〈p5t＞　v’r（　L　20，　33）

ly（A20；B6；Dv1；E4；L6）

ty（L21）

　　「刹」の1字はほかには現れていないが，それ以外はA－しの表記と一致する。「刹」も声鍛韻母を分

　析すればほかと一致する。とくに「清」「浄」の破擦音声母がs一’で表記される点は「ウイグル漢字音」の

　特徴をよく表している。

　　なお，筆者は以箭「tlg且1a」に先行する漢字は音読された，と述べたことがあるが［拙稿（1982）pp．

　110－111］，ここに掲げた一文はその格好の証拠となる。

80）　ベルリン所蔵の｛IT｝子本は複数の仏典からなっており，岡定はなかなか難しい。現在Georg　Kara氏

　と共同研究中である。
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